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株式会社ケイ・アイ・エイチは、産業廃棄物処理業及び建築物解体の業務を通じ

環境への負荷をより一層低減し、資源の有効利用と循環型社会構築に対して

積極的に貢献します。

環境目標及び活動計画を定め、定期的な見直しを行い、継続性のある活動を展開します。

１．リサイクル活動を推進し、廃棄物の減量化に努め、資源の有効活用を図る

２．省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量の削減に努めます

３．環境経営システムを効果的・効率的に推進していく為、全従業員への環境教育

に努めます

４．地域とのコミュニケーションを図り、地域の環境保全に努めます

５．関係ある「環境関連法規」は厳守します

６．この環境方針は広く一般に公表します。

株式会社　ケイ・アイ・エイチ

代表取締役　　平昌　加津男

行動指針

環　境　経　営　方　針

基本理念

2022年　6月　6日
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１．名称及び代表者名

　　株式会社　ケイ・アイ・エイチ

　　代表取締役　平昌　加津男

２．所在地

　　福岡県宮若市鶴田1579番地3

３．環境管理責任者

　　平昌　美沙子　

　　TEL　　0949-33-4607

　　Mail　　k-group@ray.ocn.ne.jp

４．事業内容

　　・一般廃棄物中間処理業・産業廃棄物中間処理業（破砕）

　　・産業廃棄物収集運搬業

　　・ 解体工事業・土木工事業

　　・再生路盤材（RC-40）の販売

　　現在の事業活動認証は、一般廃棄物中間処理業・産業廃棄物処理業・

　　産業廃棄物収集運搬業となっている。

　　次年度に解体工事業・土木工事業の拡大する予定。

６．事業規模

　　設立年月日　 1998年1月

　　資本金　　　 　3百万円

　　売上高　　　　 200百万円（令和　3年度）

　　処分量　　　   6,094ｔ（令和　3年度）

　　従業員数　　  8名

　　敷地面積　　 13,200㎡

７．許可内容
許可の範囲

福岡県

福岡県

宮若,小竹,鞍手

福岡県

福岡県
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5.段階的認証

第4020054213号

第4000054213号

第2007051501号

(般―3) 第95644号

令和8年10月20日土木工事業 (般―3) 第95644号 令和3年10月21日

有効年月日

組　織　の　概　要

平成30年11月4日

平成30年7月6日

令和3年5月15日

令和3年10月21日

令和5年11月3日

令和5年7月5日

令和5年5月14日

令和8年10月20日

産業廃棄物処分業

産業廃棄物収集運搬業

一般廃棄物処分業

許可の種類

解体工事業

許可番号 許可年月日



・産業廃棄物処分業　事業の範囲
：廃プラスチック類(自動車等破砕物を除く。)、紙くず、繊維くず、

ゴムくず　以上４品目

中間処理(破砕(移動式を含む。))　　：木くず、ガラスくず等(自動車等破砕物を除く。)、

　　がれき類　以上３品目

・破砕施設①【ホーライ560ＫＦＳ型】

設置場所　福岡県宮若市鶴田字上割1579番3

設置年月日　平成25年9月30日

取扱品目及び処理能力　

廃プラスチック類（2.8ｔ/日（8時間））

紙くず（4.82ｔ/日（8時間））

繊維くず（1.92ｔ/日（8時間））

ゴムくず（4.16ｔ/日（8時間））

ガラスくず等（4.98ｔ/日（8時間））

・破砕施設②（移動式兼用）【モロオカＭＣ－2000型】

設置場所　福岡県宮若市鶴田字上割1579番3

設置年月日　平成21年12月1日

取扱品目及び処理能力　木くず（33.5ｔ/日（8時間））

許可年月日　平成21年11月26日　許可番号　第55

・破砕施設③（移動式兼用）【日立クラッシャーＨＲ420Ｇ型】

設置場所　福岡県宮若市鶴田字上割1579番3

設置年月日　平成15年7月1日

取扱品目及び処理能力

がれき類（1,360ｔ/日（8時間））

ガラスくず等（1,040ｔ/日（8時間））

許可年月日　平成14年9月20日　許可番号　第435号

・破砕施設④（移動式）【ウイリーバルドＳＲ5000Ｓ】

保管場所　福岡県宮若市鶴田字上割1579番18

設置年月日　平成25年1月7日

取扱品目及び処理能力　木くず（631ｔ/日（8時間））

許可年月日　平成24年12月28日　許可番号　第575号

・破砕施設⑤（移動式）【日立ＺＲ260ＨＣ】

保管場所　福岡県宮若市鶴田字上割1579番18

設置年月日　平成29年5月25日

取扱品目及び処理能力　木くず（263ｔ/日（8時間））

（丸50mmスクリーン使用）

許可年月日　平成29年5月15日　許可番号　第609号

中間処理（破砕）

・破砕施設

２・１



・産業廃棄物収集運搬業　事業の範囲

積替え、保管を含まない。

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等(以上３品目については、自動車等破砕物を除く。)、

紙くず、木くず、がれき類(廃プラスチック類、紙くず、木くず、ガラスくず等、がれき類については

石綿含有産業廃棄物を含む。)(廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等については、

水銀使用製品産業廃棄物を含む。)　以上６品目　

・一般廃棄物処分業　事業の区域及び範囲

区域　　 ：宮若市、鞍手町及び小竹町の全域

中間処理（破砕） ：木くず類（　草・木・竹　）

・破砕施設

・破砕施設：取扱品目　木くず（　草・木・竹　）

設置場所　福岡県宮若市鶴田字上割1579番3

設置年月日　平成21年12月

処理能力　33.52ｔ/日（８時間）

許可年月日　平成21年11月26日（福岡県）

許可番号　第66号

使用前検査　設置許可に基づき令和3年４月16日検査完了

２・２



７．事業の概要

・産業廃棄物の品目（中間処理）

木くず、がれき類、ガラス屑及び陶磁器くず、廃プラスチック類、

紙くず、繊維くず、ゴムくず

・収集運搬の品目

木くず、がれき類、ガラス屑及び陶磁器くず、廃プラスチック類、

紙くず、金属くず

※積替保管なし

・一般廃棄物の品目（中間処理）

木くず類　（　草　・　木　・　竹　）

・処理実績（2019年6月～2020年５月）

産業廃棄物中間処理量（破砕）

産業廃棄物収集運搬量

一般廃棄物中間処理量（破砕）

・処理実績（2021年6月～2022年5月）

産業廃棄物中間処理量（破砕）

産業廃棄物収集運搬量

一般廃棄物中間処理量（破砕）

８．保有車両

９．認証・登録範囲

組織　：　株式会社ケイ・アイ・エイチ　本社

活動　：　一般廃棄物処理業・産業廃棄物処理業

　　　　　　産業廃棄物収集運搬業
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油圧ショベル 2台

破砕機 ５台

２ｔダンプ １台

17,693t

12，015ｔ

2，886ｔ

４ｔダンプ １台

１０ｔダンプ 3台

6,094t

2,746t

2,838t

８㎥脱着式コンテナ車 ２台

タイヤショベル 1台



１０．処理工程図

１１．処理能力
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RC-40 堆肥原料用

搬　　　  　　　　入

木くず

ガラスくず等

破砕

がれき類 1,360

品目 能力　　ｔ／日（８時間）

木くず 33.5

ゴムくず 4.16

コンクリート・アスファルトがら 1,040

ガラス屑 4.98

廃プラスチック類 2.8

紙くず

紙くず

4.82

繊維くず 1.92

繊維くず

廃プラスチック類

製紙原料用

売　　　　　　　　却

施設

ゴムくず

破　　　　　　　　砕

再生材 燃料用

がれき類 ガラスくず等

ガラスくず等 （廃石膏ボード）



・環境経営全般に対して責任と権限

・環境経営方針の作成と社員への周知

・全体の評価と見直し

・環境経営活動の推進

・環境経営目標及び環境経営計画の作成

・経営者への進捗報告

・環境管理責任者の必要な情報を提供

・電力・水量の管理

・車両燃料、灯油使用量の管理

・EA21文書及び記録類の作成・維持・管理

・各部門のデータのまとめ

・環境経営計画の実施

・中間処理場全体の管理

・施設・車両・機械の管理

・廃棄物の排気量管理・リサイクル率管理

平昌　沙羅 総務部門

柴田　李沙 EA事務局

実　施　体　制

総務部門 工場部門

（EAリーダー） （EAリーダー） （EAリーダー）

代表取締役社長

平昌　加津男

環境管理責任者

平昌　美沙子

EA事務局
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柴田　李沙 渡辺　芳廣

氏名 所属（役職）

役割分担表

役割・責任・権限・使命

平昌　沙羅

渡辺　芳廣 工場部門

代表者

代表取締役社長平昌　加津男

平昌　美沙子 環境管理責任者



液化石油ガス(LPG)

使用量の削減

※弊社は化学物質（PRTR対象物質）の使用はありません。

※二酸化炭素排出係数は九州電力2019年度調整後排出係数0.371を使用
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100 100 100

6
生産性向上(リサイクル
（木くず・コンクリート等）)

％ 100 100 100 100

作業効率の向上(法定点
検の実施)

％

5

作業効率向上(分別の徹
底（木くず・コンクリート
等）)

％ 100 100 100 100100

100

100

100

4 コピー用紙購入量の削減

3
自社一般廃棄物排出量
の削減

環境経営目標

33 33 33 33

480480 480 480

2 水使用量の削減 ㎥

3,493
（－１％）

3,493
（－１％）

3,493
（－１％）

3,493
（－１％）

153,670
（－１％）

㎥
47

（－１％）
47

（－１％）
47

（－１％）
47

（－１％）

束

624
（－１％）

624
（－１％）

624
（－１％）

624
（－１％）

kg

34

480

18,260
（－１％）

CO"排出量の削減

153,670
（－１％）

153,670
（－１％）

153,670
（－１％）

ガソリン使用量の削減 ℓ
9,980
（－１％）

9,980
（－１％）

9,980
（－１％）

9,980
（－１％）

※2021年～2023年までの削減目標は基準年度の－１％

その理由は、過去15年ＩＳＯ14001を認証した実績がある。

目標 単位

基準年度 目標

2022年度 2023年度 2024年度

1

kg-CO2

軽油使用量の削減 ℓ

灯油使用量の削減 ℓ

435,600
(－１％)

435,600
(－１％)

435,600
(－１％)

435,600
(－１％)

電力使用量の削減 kWh
18,260
（－１％）

18,260
（－１％）

18,260
（－１％）

2021年度2019年6月～2020年5月

439,634

18,444

155,222

10,081

3,528

48

630



運用期間（2021年6月～2022年5月）の実績

目標値 実績値 評価

435,600

（－１％)

18,260

（－１％)

153,670

（－１％)

9,980

（－１％)

3,493

（－１％)

47

（－１％)

624

（－１％)

☆原因

液化石油ガス(LPG)使
用量の削減

ℓ 6,754 ×

ℓ 9,423

〇48

630

〇

24

水使用量の削減

2019年6月～
目標

×kWh 45,648

単位

基準年度

CO"排出量の削減

基準値

2020年5月

kg-CO2 534,544 ×439,634

18,444

1,992 ×

46

151,553 〇

10,081

3,528

コピー用紙購入量の削
減

作業効率向上（法定点
検の実施）

％

480

100

100 100

480

100

灯油使用量の削減

33

100

34

100

㎥

㎥

生産性向上（リサイクル）

〇％

束

kg

7

100

作業効率向上（分別の
徹底）

％ 100

必要である。

原　　　因

電力及び水使用量の実績が目標を上回っているが、事業環境の変化等の影響が大きく原因に

☆次年度の環境経営目標

電力・灯油・水

〇

ついては分析されている。これらの要因を考慮して次年度の活動及び目標について見直しが

環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の目標

運用期間

2021年6月～2022年5月

  新たに焼却炉を設置した為、電力が大幅に増えた

電力使用量の削減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量削減

155,222

〇

ℓ

〇

〇

自社一般廃棄物排出量
の削減

480

100



エアコン設定温度を決め、実行する 柴田

昼休みの消灯 柴田

不要な照明の消灯 柴田

長時間席を離れるときPCの電源OFF 柴田

不要電力消費抑制 柴田

暖房温度の適正管理 柴田

部屋をしばらく空ける時は火を必ず消す 柴田

買換えの時は低燃費車に買換えを促進 柴田

エコドライブ促進 渡辺

オイル交換、空気圧等の点検日を設ける 渡辺

オイル交換、空気圧等の点検日を設ける 渡辺

月一回の車両点検と重機燃費の算出 渡辺

リフト運転と運送方法の見直し 渡辺

給湯器等の効率使用 柴田

コピー用紙の裏側利用 柴田

柴田

水を流しっぱなしにしない 柴田

保管配置場所の周知 渡辺

渡辺

車両基地、車両、機材の整理・整頓・

渡辺

8

生産性向上
（リサイクル）

作業効率向上
（分別の徹底）

紙での保管を極力控えてＰＣに保存する

６月　～　５月

渡辺

電機使用量の
削減

灯油使用量の
削減

（法定点検の
実施）

目標 活動項目 責任者

作業の実施過程で目配り、気配りする

環境経営計画に基づき実施した取組内容

清掃活動（３Ｓ活動）を推進する

法定点検

リサイクル率を向上する為、
渡辺

適切な破砕・チップ化する

運用期間2021年6月～2022年5月

ガソリン使用量の
削減

軽油使用量の
削減

液化石油ガス(LPG)
の削減

一般廃棄物の
削減

節水活動

スケジュール



評価 内容

エアコン設定温度を決め、実行する 〇 実施している

昼休みの消灯 〇 実施している

不要な照明の消灯 〇 実施している

長時間席を離れるときPCの電源OFF 〇 取組始めた

不要電力消費抑制 〇 実施している

暖房温度の適正管理 〇 実施している

部屋をしばらく空ける時は火を必ず消す 〇 実施している

買換えの時は低燃費車に買換えを促進 － 検討に入っている

エコドライブ促進 △ 取組始めた

オイル交換、空気圧等の点検日を設ける △ 実施している

オイル交換、空気圧等の点検日を設ける △ 実施している

月一回の車両点検と重機燃費の算出 〇 実施している

リフト運転と運送方法の見直し 〇 実施している

給湯器等の効率使用 〇 実施している

コピー用紙の裏側利用 〇 実施している

〇 実施している

水を流しっぱなしにしない 〇 実施している

保管配置場所の周知 〇 実施している

〇 実施している

車両基地、車両、機材の整理・整頓・

〇 実施している

☆備考

9

一般廃棄物の
削減

節水活動

作業効率向上
（分別の徹底）

（法定点検の
実施）

生産性向上
（リサイクル）

電機使用量の
削減

灯油使用量の
削減

ガソリン使用量の
削減

軽油使用量の
削減

液化石油ガス(LPG)
の削減

〇

実施している 継続実施

実施している 継続実施

評価判定：〇（良く出来た）　　　△（まあまあ出来た）　　　×（出来なかった）　　－（実施が見送られた）

紙での保管を極力控えてＰＣに保存する

環境経営計画の取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画
運用期間2021年6月～2022年5月

目標 活動項目

評価

内容

今後（次年度）の取組

継続実施

継続実施

継続実施

作業の実施過程で目配り、気配りする

清掃活動（３Ｓ活動）を推進する

法定点検

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

リサイクル率を向上する為、
〇

適切な破砕・チップ化する

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施
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委託契約書を確認済

委託契約書の保管 〇 ５年間保存

〇 〃

産業廃棄物管理票の交付 〇

作業敷地は規制基準を遵守

管理表の保存期間 〇

管理表の保存期間 〇

契約基準 〇

確認方法

契約基準 〇 市町村長の許可が必要

1年ごとに閉鎖し5年間保存

法定検査 〇 対応している

特定施設の届出 〇 〃

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

〇 対応している

特定施設の届出

作業敷地は規制基準を遵守

1年ごとに閉鎖し5年間保存

電子マニフェスト 〇 受渡確認票の確認

排出者責任

〇 〃

〇 対応している

並びに違反、訴訟等の有無
・当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

〇 マニフェストの確認

産業廃棄物管理票交付等報告書 〇 毎年6月30日までに提出

産業廃棄物処理施設の維持管理 〇 対応している

産業廃棄物処理施設技術管理者

〃

産業廃棄物管理票の写しの保管期間 〇 マニフェストの５年間保管

要求事項 判断

対応している

設備基準(消火器、屋外消火栓設備) 〇 対応している

作業開始14日前までに県土整備事務所へ

〇 対応している

法律名

(一般廃棄物の処理)

（産業廃棄物の処理）

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

消防法

労働安全衛生法

〇

健康診断

工事計画書の提出

作業主任者の選定 〇 対応している

対応している

対応している
ダイオキシン類対策法

特定施設の届出

ダイオキシンの年１回の提出

〇

〇
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6

2
　
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

有・無環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

環境に関する組織（実施体制含）

その他のシステム要素

その他（外部への対応）

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

3

4

5

2

☐

の値が現実的な物ではなくなった。よって環境目標の見直しを行い、達成に取り組んで

いきます。

焼却炉設置の為、電力・灯油・水を見直し

エコアクション２１をスタートした事によって、小さな問題にも目を配る事が出来るように

変更の必
要性

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

なり、一人ひとりの意識変化が見受けられた。

2019年度を基準年度として環境目標を制定したが、焼却炉設置の要因から目標

1

もう少し運用を続け状況を判断します

その他

記録・文書として作成しました

焼却炉設置の為達成出来なかった

継続して取組みます

記録に記載いたしました

特に問題ありませんでした外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防処置の実施状況

☑

☑

☑

☑

☑

☑

1
　
見
直
し
関
連
情
報

代表者による全体の評価と見直し・指示

項　　目 確認　　：（必要に応じて評価・コメント記載）

1

2

3

4

5

6

7

エコアクション２１文書

環境経営目標及び目標達成状況

環境経営計画及び取組実施状況

環境関連法規要求一覧及び遵守状況


